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 利用サービス提供開始にあたり、当事業所があなたに説明すべき事項は次のとおりです。 

 

１ 事業者の概要 

  名      称   社会福祉法人 函館カトリック社会福祉協会 

  法人所在地   〒040-0022  北海道函館市日乃出町２７番３号 

  電話番号  ０１３８－５６－１５４１ 

  代表者氏名  理事長  林 敏雄 

  法人設立年月日  １９６４年３月４日（昭和３９年） 

 

２ 事業の概要 

事業所の種類   保育所等訪問支援 

事業所の名称   児童発達支援センター うみのほし 

施設の所在地  〒040-0022  北海道函館市日乃出町２７番３号 

連   絡   先  電話：０１３８－５６－１５４１ ＦＡＸ：０１３８－５６－６０４１ 

Ｅメール、ＨＰ   u-hoshi@palette.plala.or.jp  http://www9.plala.or.jp/uminohoshi  

管 理 者 氏 名   森川 敦子 

 児童発達支援管理責任者   福岡 歌織 

指 定 年 月 日   ２０１３年８月１日（平成２５年）   

事 業 所 番 号   ０１５１４０１４２９ 

 事業所が行っている  

他のサービス 

 児童発達支援：「児童発達支援センターうみのほし」 

 相談支援事業：「うみのほし子ども相談室」 

 

３ 事業の目的及び運営方針 

  事業の目的      発達に支援ニーズのある幼児または児童に対して、それぞれの特性に配慮し、

個性に合わせた環境設定の中で、支援する側が共通認識の上に立ち、身辺面、コ

ミュニケーション、社会性等の力を高めていく。 

事 業 所 の 

運 営 方 針 

 

 

 

１ 子どもの健康状態、体調、表情、行動に常に細心の注意をし、子どもが安全

に快適に過ごせる環境を整える。 

２ 子どもの個々の状態に合わせ日常生活の様々な場面や遊びにおいて常に創

意工夫する。その際、子どもの意向を尊重し、子どもの個人としての尊厳が保

たれ、心身ともに健やかに育成され、又その能力と可能性に応じて自立した日

常生活を地域社会において営むことができることを目指す。 

３ 職員は共同療育者としての家族との関係を大切に、子どもについて十分話し

合いを深め、理解・協力をしていく。 

４ 支援の実施に当たっては、事業の実施機関、地域の保健・医療・福祉サービ

スとの綿密な連携を図り、総合的な支援の提供に努めるものとする。 
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４ 職員の体制 

職   種 業   務   内   容 

管理者(園長)１名 

管理者は、職員の管理、児童発達支援の申し込みに係る調整、業務の実施状

況の把握その他の管理を一元的に行うとともに、法令等において規定されてい

る児童発達支援の実施に関し、事業所の職員に対し遵守させるために必要な指

揮命令を行います。 

児童発達支援 

 管理責任者 １名 

  児童発達支援管理責任者は、個別支援計画を作成し、少なくとも６ヶ月に１

回以上見直しを行います。サービスを利用する障害児に対する継続的なサービ

ス管理や評価を行うとともに、障害児及び保護者並びに家族に対し、その内容

等について説明を行います。 

訪問支援員 ２名 

 子どもに対して、訪問等による支援を行う。保護者に支援の内容を説明し、

相談にのる。子どもが通っている事業所等の職員と情報を共有して、支援の内

容を伝達したり相談にのったりする。 

  当事業所では、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、指定障害児通所支援を提供する職員として、 

上記の職種の職員を配置しています。 
 

５ 事業所の開所日時 

  営業日 

 及び 

  営業時間 

 

 月曜日から土曜日までとする。ただし、国民の祝日・お盆期間・年末年始 

年度末期間は除く。上記以外、管理者が必要と認める日及び職員研修日は、 

必要に応じ休業日とする。（詳細は、別紙「年間行事予定表」参照） 

 午前８時１５分から午後４時４５分 

  サービス提供日 

  及び提供時間 

 

 

 月曜日から金曜日までとする。   

 平 日  午前８時１５分から午後４時１５分 

 午前療育 午前８時１５分から午後２時１５分 

  ※休業日以外で、子どもや保護者の都合及び子どもが通っている事業所の  

都合に合わせて決定する。 
 

６．事業実施地域 

通常実施地域  函館市(旧 戸井町、恵山町、椴法華村、南茅部町を除く) 
 

７．支援の概要 

（１）支援の内容 

 ① 身辺処理面で、めばえ部分を見つけ出し家庭と一緒にそれぞれの子どもにあった環境の中で支

援を継続し、自立を促す。 

 ② それぞれに配慮された環境設定の中で、家族以外の大人や同年代の子どもと過ごす時間に慣れ、

楽しみながら関係を発展させていけるよう促す。 

 ③ それぞれにあった手段を使い、自分の思いが伝わった楽しさや便利さを味わいコミュニケーシ

ョンマインドを高める。 

 ④ 相手からの情報を得て、内容を理解し、自発的にさらに意欲的に活動に参加できるよう促す。 

⑤ ホール等広い場所で遊具を使用した遊び、さらに外遊びや園外での遊びを通して、自然に触れ、

体を動かす楽しさを味わいながら、様々な運動発達を促し、健康な体をつくっていく。 
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 ⑥ 描くこと、作ることに興味を持ち、表現する楽しさを味わう。身近な物の存在に気づき、物の名

前や形態の違いを知り、文字・数への興味を導き出す。 

 ⑦ 保護者と情報を共有し、職員は保護者の子育ての相談にのり子育てに役立つ支援を共に考える。 

 ⑧ 職員は、保護者の同意を得て必要に応じて、子どもの支援が一貫し、継続するよう子どもが通っ

ている事業所へ支援に関する情報を正確に伝達し、その事業所等で、子どもが過ごしやすくなるよ

う相談にのる。 
 

（２）支援の方法 

 支援が開始されたら、お子さんが利用している事業所等の生活の中で、お子さんの興味関心や物事

の理解の仕方、コミュニケーションの取り方、体の使い方、身辺面の様子、他のお子さんとの過ごし

方や集団場面での活動の様子を観察させて頂き、現在できかかっている部分を探していきます。現在

利用している事業所等からの情報も参考にさせて頂きます。アセスメントに基づいて、「個別目標」

をたて、支援をすすめていきます。支援の様子は、その都度文章にしてご報告いたします。 

 

８．利用料 

（１）お支払いいただく利用料（国が定めた額：世帯の収入に応じて軽減措置があります） 

   ・保育所等訪問支援給付費（１，０３５円）＋ 専門職員加算（６７９円）＝１，７１４円 

   ・初 回 加 算  １回 ２００円 

   ・家庭連携加算(家庭訪問) １時間まで１８７円、１時間を超える場合２８０円 

   ・利用者負担額上限管理加算(対象者のみ) １回 １５０円 

     ・特別地域加算（１，７１４円×１５％） 

 ・処遇改善加算（１，７１４円＋各種加算）×８．１％ 

 ・ベースアップ等支援加算(１，７１４円＋各種加算)×２％ 

 ※満３歳になって初めての４月１日からの３年間(年少～年長児)、利用者負担額は０円です。 
 

（２）利用者負担金の支払い方法 

   通所支援給付費対象サービス料金１か月ごとに計算して請求しますので、翌月末日までお支払い

ください。 

      月末か、月初めに「実績記録表」（利用日の一覧）の確認をお願いし、それに基づいて前月の請求

書をお渡しいたします。 
 

（３）代理受領 

   事業所は、国が定める通所支援給付費やその他の各種加算の合計から前項の利用者負担額を除い

た分を市町から代理受領します。代理受領した費用は後日保護者にご報告いたします。 

 

９．苦情･要望の受付について 

（１）当事業所の苦情･要望の受付（苦情受付ボックスを事務所前に設置しています） 

 

 

 

当 施 設 ご 利 用 

 

 

 

 窓口受付担当者   児童発達支援管理責任者  福岡 歌織 

 苦情受付責任者   管理者（園長）  森川 敦子 

 利用時間         ８：３０～１６：４５ 

          (日祭日、年末年始、ほか当事業所の休園日を除く) 

 電話番号         ０１３８－５６－１５４１ 

 ＦＡＸ        ０１３８－５６－６０４１ 

 Ｅメール         u-hoshi@palette.plala.or.jp 

第 三 者 委 員 
野 村  俊 幸   ０９０－６２６１－６９８４（携帯） 

遠 藤  幸 嗣   ０９０－７５１２－０３２７（携帯） 
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（２）行政機関その他苦情受付機関 

   当事業所では解決できない苦情や虐待等の相談は、行政機関又は運営適正化委員会に申し立てる

ことができます。 

函館市福祉事務所 

障がい保健福祉課 

所 在 地    〒040-8666 函館市東雲町４－１３ 

 電話番号     ０１３８－２１－３３０２ 

 ＦＡＸ番号       ０１３８－２７－２７７０ 

函館市福祉サービス 

苦情処理委員事務局 

 所 在 地    〒040-8666 函館市東雲町４－１３ 

                  （函館市保健福祉部管理課 内） 

 電話番号     ０１３８－２１－３２９７ 

 ＦＡＸ番号       ０１３８－２６－４０９０ 

北海道福祉サービス 

運営適正化委員会 

 所 在 地    〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目１番地 

                  北海道立道民活動センター３階 

（北海道社会福祉協議会 内） 

 電話番号     ０１１－２０４－６３１０   

 ＦＡＸ番号       ０１１－２０４－６３１１ 

 

10．虐待の防止等について 

   事業者は、利用児等の人権の擁護・虐待の防止等のために、下記の対策を講じます。 

（１）虐待防止に関する責任者を選定しています。 

虐待防止に関する責任者 管理者 森川 敦子 

（２）成年後見制度の利用を支援します。 

（３）苦情解決体制を整備しています。 

（４）従業者に対する虐待の防止を啓発・普及するための研修をしています。 

（５）緊急やむを得ない場合を除き身体拘束など、行動を制限する行為を行ってはならないものとし、や 

   むを得ず身体拘束等を行う場合は、その態様等を記録します。 

 

11．緊急時の対応 

  職員は、支援中に子どもの状態が急変、その他緊急事態が生じたときは速やかに必要な手当を行い、

お子さんの通う事業所等の職員、保護者、医療機関に連絡する等の措置を講じます。また、状況を児童

発達支援管理責任者又は管理者に報告し、再発防止を図ります。 
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【説明確認欄】 

 

 

   私は、本書面に基づいて事業所から事業所から重要事項の説明を受け、保育所等 

 訪問支援の提供に同意しました。 

    

                                              

    ２０２  年   月   日   

 

                       利用児氏名：                          
 

                 

保護者住所：〒                          

                  

           保護者氏名：                            
 

                                 続柄:            

 

 

                            

 

  当事業所は、保育所等訪問支援事業の提供にあたり、本書面に基づき重要事項の説

明を行いました。                                       

 

 

      ２０２  年   月   日                                                    

 

           住  所：〒040-0022  函館市日乃出町27番3号  
                

           事業所名：児童発達支援センター うみのほし 
 

           管 理 者：園長 森川 敦子 
 

           説 明 者：職名：              
 

                               氏名：                      

 

 

 

 


